
今
治
市
職
は
６
月

16日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
７
人

が
参
加
。
６
月
８
・
９
日
実

施
の
「
新
入
職
員
セ
ミ
ナ
ー
」

の
振
り
返
り
と
今
後
の
対
応

を
協
議
。
ま
た
提
出
済
の

「
夏
季
要
求
書
」
で
の
「
時

間
管
理
（
要
因
）
と
人
員
確

保
（
目
的
）
が
連
動
す
る
と

い
う
観
点
で
交
渉
に
臨
み
た

い
」
と
団
体
交
渉
の
方
針
を

確
認
し
ま
し
た
。
執
行
委
員

会
終
了
後
に
は
「
残
業
実
態

調
査
」
を
兼
ね
て
本
庁
内
の

各
フ
ロ
ア
を
執
行
委
員
が
訪

問
。
「
職
員
組
合
で
す
！
残

業
お
疲
れ
様
。
残
業
中
の
み

な
さ
ん
に
差
し
入
れ
を
持
っ

て
き
ま
し
た
」
の
声
に
、
残

業
中
の
職
員
も
手
を
止
め

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
笑
顔
が
職
場
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

職
場
訪
問
に
参
加
し
た
執
行

委
員
は
「
組
合
が
職
場
訪
問

し
て
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る

活
動
は
あ
ま
り
経
験
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
と
り

く
み
は
続
け
た
方
が
い
い
」

と
参
加
者
か
ら
も
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

６
月
「
ゆ
め
の
た
ね
放
送

局
」
を
通
じ
て
マ
ス
ク
販
売

元
「
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
（
岐
阜
市
）

か
ら
「
マ
ス
ク
寄
贈
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
た
く
さ
ん
の

マ
ス
ク
の
無
償
提
供
を
い
た

だ
き
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
か

た
ち
で
、
各
単
組
を
通
じ
て

配
布
先
と
し
て
主
に
社
会
福

祉
施
設
・
団
体
へ
の
照
会
・

調
整
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

県
内

10カ
所
（
各
市
町
担
当

課
、
社
協
、
児
童
施
設
等
）

に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
配
布
に
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
各
位
に
は
感
謝
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

伊
予
市
職
労
は
６
月

22日
、

新
入
職
員
を
対
象
に
し
た

「
知
っ
て
お
得
！
自
治
労
連

共
済
、
聞
い
て
み
よ
う
！
仕

事
ど
う
よ
？
」
を
開
催
し
、

役
員
・
職
場
先
輩
と
今
年
度

採
用
職
員
合
わ
せ
て

20人
が

参
加
し
ま
し
た
。
自
治
労
連

共
済
「
新
採
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

に
つ
い
て
県
本
部
担
当
か
ら

「
ぜ
ひ
受
け
取
っ
て
自
分
が

加
入
し
て
い
る
保
険
と
見
比

べ
て
ほ
し
い
」
と
説
明
。
共

済
加
入
の
先
輩
職
員
か
ら
も
、

給
付
を
受
け
た
経
験
や
他
の

保
険
と
比
べ
て
共
済
を
選
ん

だ
理
由
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
次
に
、
新
入
職
員
と
職

場
の
先
輩
が
ペ
ア
と
な
り
４

グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
対
話
。

仕
事
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

悩
み
を
出
し
あ
い
、
先
輩
職

員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
話
し

た
内
容
を
新
入
職
員
が
発
表

し
、
参
加
者
み
ん
な
で
共
有

し
組
合
役
員
も
ア
ド
バ
イ
ス
。

新
入
職
員
か
ら
は
「
研
修
が

民
間
職
場
に
比
べ
て
少
な
い
」

な
ど
意
見
が
出
さ
れ
、
組
合

か
ら
「
研
修
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
減
っ
て
い
る
。
組
合
で

も
学
習
の
機
会
を
つ
く
る
予

定
」
「
仕
事
で
の
悩
み
や
疑

問
な
ど
は
組
合
で
も
共
有
し

て
、
み
ん
な
で
解
決
し
て
い

き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

内
子
町
職
は
６
月

30日
、

新
入
職
員
を
対
象
に
「
自
治

労
連
共
済
説
明
会
」
を
開
催

し
、
新
採
９
人
と
役
員
な
ど

全
体
で

13人
が
参
加
。
は
じ

め
に
、
井
関
委
員
長
よ
り

「
自
治
労
連
共
済
や
労
働
金

庫
な
ど
組
合
員
だ
か
ら
利
用

で
き
る
お
得
な
情
報
を
紹
介

し
ま
す
。
本
来
な
ら
こ
の
時

期
に
新
入
職
員
歓
迎
会
を
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

開
催
が
困
難
で
し
た
。
同
期

の
職
員
同
士
で
の
交
流
も
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
て
、

時
期
を
見
な
が
ら
組
合
で
交

流
の
機
会
を
つ
く
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
県
本
部
担
当
が

「
自
治
労
連
共
済
」
が
と
り

く
ん
で
い
る
「
新
採
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
に
つ
い
て
説
明
。
組

合
役
員
か
ら
も
「
新
入
職
員

へ
の
採
用
お
め
で
と
う
プ
レ

ゼ
ン
ト
な
の
で
ぜ
ひ
受
け
取
っ

て
ほ
し
い
」
「
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
受
け
取
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
期
間
中
に
自
身
が
加
入
の

保
険
と
見
比
べ
て
ほ
し
い
」

こ
と
な
ど
を
伝
え
、
そ
の
場

で
共
済
加
入
が
あ
り
新
採
４

人
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の

共
済
説
明
会
へ
参
加
で
き
な

か
っ
た
新
入
職
員
へ
は
あ
ら

か
じ
め
役
員
が
個
別
に
資
料

を
渡
し
説
明
し
、
１
人
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
全
体

で
５
人
が
自
治
労
連
共
済
に

加
入
し
ま
し
た
。

（１） 第５３４号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 ７月２０日

第 ５３４ 号

日 程

【７月】

17 県本部第80回定期大

会（松山・web併用）

19 宇和島市職連会議

22 青年部定期大会

（web併用）

28 西条市職労定期大会

31 全国保育団体合同研究集

会（広島・web併用～8/1）

【８月】

３ 保育部会自治体保育担当

課懇談（～５）

５ 新居浜市職労定期大会

千羽鶴海外へ送るつどい

７ 県本部拡大執行委員会

本部都市職・町村職・非

正規公共評定期大会（web）

８ 本部女性部・現業評・保

育部会定期大会（web）

９ 本部医療部会定期大会

（web）

12 本部書記部会定期総会

（web）

15 本部青年部定期大会

（web）

22 自治労連定期大会

（web～23）

県本部は６月７日、県市長会（事務局長対応）・県町村会（事務局長ら３

人対応）へ『長時間労働の解消と適正な人材確保で職員の過重負担の軽減を

図り、魅力ある自治体職場づくりと住民サービス向上を目指す要請書』を提

出しました。はじめに、県本部よりコロナ禍での地域や職場の状況（医療従

事者へのワクチン接種、感染対策への負担増など）を伝え、主に初任給改善・

賃金底上げ、時間管理の徹底、男性の育休取得、会計年度任用職員制度につ

いて、職場の状況や課題を伝えました。特に人事確保では、公務員のなり手

が減少していることや、人勧ではこれまで「国勧告準拠」としていた自治体でも「県勧告」を考慮する動きが出てきており、初任給改善

などが進んでいる自治体があること、会計年度任用職員制度では、自治体によって初任給設定・基本給の上限・期末手当の支給率などに

差があることなどを伝え、懇談しました。今回の要請内容は、市長会・町村会を通じて各自治体の首長へ伝えることを確認しました。

６月22・23・25日、県本部は統一要求を提出、要請を行いました。〔文責：県本部〕

【Ａ町】初任給の改善に向け検討を続けている。時間外勤務は事前申請ほか報告・確認を徹底、上司が知らない時間外はないとの認識。

ハラスメントの相談が増えており、まず課内で対応できる組織となることが必要と考える。年度途中だが人数が足りていないため、今年

の10月採用の正規職員を募集する。【Ｂ市】昨年度から社会人枠を設けて募集しているが応募は少ない。職員数は「定員適正化計画」を

策定し削減予定。年休取得は年平均12日を目標。【Ｃ市】職員の給与は基本的に国準拠だが、県準拠市町との給与格差は認識。他律的業

務は係単位で細かく設定

し明確化。時間管理はこ

れまで手書きだったが来

年１月からシステムで管

理を行う。



西
予
市
職
労
は
６
月

25日
、

今
年
度
も
書
面
決
議
に
よ
る

定
期
大
会
を
開
催
。
６
月

21

に
全
組
合
員
へ
大
会
資
料
を

配
信
（
配
布
）
し
、

24日
ま

で
を
意
見
集
約
期
間
と
し
て
、

各
職
場
か
ら
選
出
さ
れ
た
代

議
員
が
表
決
。
「

21年
度
も
、

『
要
求
活
動
』
『
職
場
づ
く

り
』
『
仲
間
づ
く
り
』
の

《
組
合
活
動
の
３
つ
の
原
点
》

を
大
切
に
、
み
ん
な
の
チ
カ

ラ
で
要
求
前
進
・
職
場
改
善

を
め
ざ
し
、
全
組
合
員
が
一

丸
と
な
っ
て
災
害
か
ら
の
復

旧
、
復
興
に
全
力
を
尽
く
し
、

新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
に

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

か
ら
自
身
と
市
民
を
守
り
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
相
応
し
い

社
会
を
展
望
し
ま
し
ょ
う
」

の
運
動
方
針
な
ど
、
全
て
の

議
案
が
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
再
任
さ
れ
た
柿
原
委

員
長
（
写
真
左
）
と
上
甲
書

記
長
（
同
右
）
の
ツ
ー
ト
ッ

プ
は
、
団
結
し
て
組
織
力
で

要
求
前
進
・
職
場
改
善
を
め

ざ
し
ま
す
！

県
本
部
保
育
部
会
は
６
月

20日
、
幹
事
会
を
行
い
６
単

組
６
人
が
参
加
（
ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）
。
「
８
月
３
～
５
日
自

治
体
保
育
担
当
課
懇
談
」
に

向
け
て
協
議
し
、
要
請
内
容
・

訪
問
日
時
・
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
確
認
。
６
月
中
に

各
自
治
体
へ
案
内
と
ア
ン
ケ
ー

ト
配
布
を
確
認
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
保
育
職
場
で

は
人
員
不
足
が
慢
性
化
。
新

採
保
育
士
の
退
職
も
続
い
た
。

職
員
も
精
神
的
に
余
裕
が
な

い
と
感
じ
る
」
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
向
け
試
験
的
に
園
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
。
正
式
導
入

な
ど
は
未
定
」
「
保
育
士
の

年
齢
構
成
が
若
く
、

30代
の

主
任
や

40代
の
園
長
も
い
る
。

早
く
に
主
任
や
園
長
に
な
る

と
、
現
場
で
ク
ラ
ス
を
持
っ

て
保
育
す
る
経
験
が
少
な
く

な
る
」
「
職
場
の
パ
ソ
コ
ン

が
増
え
た
こ
と
で
、
持
ち
帰

ら
ず
に
職
場
で
で
き
る
こ
と

も
増
え
た
」
な
ど
の
意
見
や

職
場
の
状
況
、
改
善
の
た
め

の
要
求
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
（
内
子

社
協
労
組
）
は
６
月

15日
、

書
面
決
議
に
よ
る
定
期
総
会

を
開
催
。
事
前
に
配
布
し
た

議
決
書
の
集
約
作
業
に
５
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
議
案
と

次
期
役
員
案
は
全
会
一
致
の

「
賛
成
」
を
確
認
。
確
認
作

業
を
進
め
る
中
で
数
件
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
て
、
執

行
委
員
か
ら
は
「
要
求
に
つ

な
が
る
意
見
な
の
で
あ
り
が

た
い
。
意
見
に
対
す
る
対
応

は
今
年
度
の
要
求
課
題
の
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
よ
う
」
な
ど
新
役
員
体

制
で
の
意
思
統
一
も
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
会

計
な
ど
引
き
継
ぎ
も
行
い
ま

し
た
。

７
月
３
日
「
第

41回
自
治

体
に
は
た
ら
く
女
性
の
全
国

交
流
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
ｆ
ｒ

ｏ
ｍ
長
野
」
が
「
コ
ロ
ナ
経

験
し
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
で
考
え
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ

全
国
１
９
３
人
、
愛
媛
か
ら

４
単
組
４
人
が
参
加
。
午
前

中
は
動
画
見
学
分
科
会
、
午

後
は
「
自
治
は
た

40年
の
歩

み
と
女
性
た
ち
の
運
動
」
で

始
ま
り
、
１
９
８
０
年
か
ら

の
開
催
内
容
を
社
会
情
勢
と

と
も
に
振
り
返
り
（

82年
・

06年
は
松
山
市
開
催
）
。
記

念
講
演
は
、
種
部
恭
子
さ
ん

（
婦
人
科
医
師
）
か
ら
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
・
妊
娠
・

貧
困
の
連
鎖
～
コ
ロ
ナ
が
あ

ぶ
り
出
し
た
課
題
に
ど
う
立

ち
向
か
う
？
」
を
テ
ー
マ
に

昨
年
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
と
な
り

女
性
、
特
に

10代
少
女
の
受

け
た
暴
力
や
妊
娠
、
自
殺
増

加
な
ど
、
深
刻
な
問
題
を
具

体
的
に
読
み
解
き
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
６
月

19

日
、
幹
事
会
を
開
催
し
５
単

組
６
人
が
参
加
。
久
し
ぶ
り

に
実
際
に
集
ま
っ
た
こ
と
や

初
参
加
の
人
も
あ
り
、
最
近

の
近
況
と
単
組
活
動
を
報
告
。

「
青
プ
ロ
四
国
実
行
委
員
会
」

「
全
労
連
青
年
部
ユ
ニ
ア
カ
」

な
ど
経
過
報
告
の
あ
と
、
議

題
で
は
、
延
期
さ
れ
て
い
る

「
青
年
部
交
流
企
画
＝
青
プ

ロ
四
国
プ
レ
企
画
」
の
内
容

を
相
談
し
ま
し
た
。
午
前
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
課
題
、
午

後
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
『
愛
媛
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
』
」
「
リ
ア
ル

脱
出
ゲ
ー
ム
『
ワ
ー
ル
ド
謎

ツ
ア
ー

inみ
か
ん
大
国
』
」

の
実
施
上
で
の
検
討
課
題
と

全
体
準
備
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
青
年
部
定
期
大
会
を
７

月

22日
に
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
開
催

と
し
、
運
動
方
針
・
経
過
報

告
の
作
成
を
分
担
。
協
議
事

項
の
終
了
後
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

と
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
を
実

際
に
行
い
、
当
日
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

６
月

26日
、
延
期
さ
れ
て

い
た
「
第

12回
働
く
も
の
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
中
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

inえ

ひ
め
」
が
え
ひ
め
共
済
会
館

（
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）
で
開
催
さ

れ
、

85人
以
上
が
参
加
。
過

労
死
弁
護
団
全
国
連
絡
会
議

代
表
幹
事
の
松
丸
正
弁
護
士

が
「
過
労
死
問
題
の
現
状
と

今
後
の
課
題
」
と
題
し
記
念

講
演
。
松
丸
氏
は
「
遺
族
・

支
援
者
の
粘
り
強
い
闘
い
、

裁
判
で
の
勝
利
で
認
定
基
準

な
ど
前
進
さ
せ
て
き
た
」
と

し
、
過
労
死
の
要
因
で
労
働

基
準
法
の
岩
盤
規
制
の
崩
壊

な
ど
を
あ
げ
、
こ
れ
ま
で
の

担
当
事
例
を
紹
介
。
「

40年

近
く
の
運
動
は
遺
族
中
心
に

支
援
が
広
が
っ
た
。
労
働
組

合
が
運
動
を
さ
ら
に
前
進
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

■
今
年
も
田
植
え
が
無
事
終

了
。
絶
妙
な
植
え
感
覚
を
体

が
思
い
出
し
た
頃
に
ち
ょ
う

ど
植
え
終
わ
り
ま
し
た
。

（
今
治
・
白
石
）

■
今
年
は
例
年
よ
り
甘
い
イ

チ
ゴ
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き

ま
し
た
。
毎
年
鳥
対
策
と
手

入
れ
が
大
変
で
す
。

（
今
治
・
木
村
）

■
子
ど
も
も
中
学
生
と
な
り
、

趣
味
の
バ
イ
ク
旅
に
出
易
く

な
り
ま
し
た
。
大
型
で
は
よ

く
遠
出
し
て
い
ま
す
が
、
次

は
Ｃ
Ｔ
１
１
０
ハ
ン
タ
ー
カ

ブ
で
阿
蘇
を
目
指
し
ま
す
。

（
新
居
浜
社
協
・
神
野
）

■
夏
に
な
る
と
怪
談
話
が
聴

き
た
く
な
り
ま
す
。
昔
は
ス

マ
ホ
と
車
を
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー

ス
で
つ
な
ぎ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
怪
談
を
聴
き
な
が
ら

運
転
し
て
ま
し
た
が
、
頭
痛

や
耳
鳴
り
、
接
続
不
良
で
音

声
が
途
切
れ
る
な
ど
ち
ょ
っ

と
怖
く
な
る
こ
と
が
続
き
、

止
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
庭
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
満
開

に
な
っ
た
の
で
、
ネ
ッ
ト
で

調
べ
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
作
っ
た
の
で
、
職
場

や
家
の
各
所
に
お
い
て
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
に
癒
さ
れ

て
ま
す
。

（
西
条
・
中
島
）

■
『
日
本
三
大
古
湯
』
と
聞

い
て
、
温
泉
巡
り
に
行
き
た

く
な
り
ま
し
た
。
誰
も
が
思

い
浮
か
べ
る
道
後
温
泉
以
外

に
も
、
愛
媛
は
温
泉
が
多
い

で
す
。
新
居
浜
に
あ
る
「
天

空
の
湯
」
も
す
ご
く
お
勧
め

な
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５３４号

２０２１年 ７月２０日

■
５
３
２
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ド
ウ
ゴ
オ
ン
セ
ン
」

（
道
後
温
泉
）
で
し
た
。
正

解
は

13通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

木
村
朱
里
（
今

治
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

菊
地
貴
志
（
西

予
）

檜
垣
靖
子
（
今

治
）

西
原
紀
子
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
８
月

27日
【
発

表
】
５
３
６
号
（
９
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①少数。○○○○○○⇔マジョリティー

④ロシア連邦の首都

⑦中国料理の点心の一つ。○○○○豆腐

⑧生きている馬。「○○○○の目を抜く」

⑨勝負事の前にゲン担ぎおかずといえば…

【タテのカギ】

①アイドル。♪センチメンタル・ジャーニー

②ボクシングの勝ち。ＫＯ

③○○ノ、○○ニック、プロ○○ト

⑤ひとりの。ＪＲ四国などで○○○○列車

⑥ＣＯ２など○○○○効果ガスの削減を

マ
ス
目
を
埋

め
、
二

重
枠
の
８

文
字
で

、

あ
る
天
文
現

象
に
し

て
下
さ
い

。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


